
団体名： 尾張旭市商工会

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 78.7 ％） （達成度 110.0 ％） Ｂ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 116.3 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 159.1 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 79.5 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ 変更する

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 106.0 ％） （達成度 68.6 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 96.4 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 70.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｃ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 96.8 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ 現行どおり

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も、商工業者
にとって有益となる
事業を計画する。

一括アン
ケート回
答数104
件

目標
数値

220
実績
数値

213
目標
数値

指標
部会活動を通じて商工業
者にとって有益となる諸事
業の企画立案、実行し参
加企業の発展に資すること
ができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

部会・委員会

商業・工業・建設業などの各部
会活動を行い、参加企業の発
展に資することを目標とする。

［幹事会・委員会等開催回数/
延出席者数］
工業部会　　　5回/  67名
建設業部会　　7回/　68名
商業部会　   ７回/　78名

小規模事業者

指標
参加延べ人数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

従業員の定着や勤
労意欲の向上を図
る為に今後も継続
して実施する。

一括アン
ケート回
答数103
件目標

数値
60

実績
数値

42
目標
数値

指標

功績があった従業員を表
彰することで、勤労意欲の
向上を図ることができた。 総

合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

雇用促進事業

優良従業員表彰事業は、永年
にわたり地域産業に貢献した
企業の従業員で勤務成績が優
秀であって他の模範となる者を
表彰し、今後一層の勤務意欲
高揚に資する目的で実施する
ものである。ひいては、事業所
の発展につながるものである。

・開催日/平成29年11月13日

・尾張旭市長賞　　　　　　3名
・尾張旭市議会議長賞　 2名
・愛知県商工会連合会長賞　3名
・愛知県商工会連合会東尾張支部長
賞　4名
・商工会長賞　30名
総合計　42名

小規模事業者

指標
被表彰者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

経費削減のため自
社にて手続きをす
る事業所が増えて
きた。特別加入等
事務組合のメリット
を説明し少しでも委
託事業所数を増や
していきたい。

一括アン
ケート回
答数105
件目標

数値
140

実績
数値

135
目標
数値

指標

　労働保険に関する事務手続き及
び納付手続き、雇用保険に関する
事務手続きなど事業主の事務負
担を軽減し労働保険料の納付を３
回に分けることができた。
労災保険に加入することができな
い事業主やその家族も労災保険
に加入できる特別加入を利用する
ことができた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

労働保険事業

労働保険の各種手続きから保
険料の申告・納付等、労働保
険に関する煩わしい作業を、
事業主の委託を受けて事務代
行を行う。

委託事業所数１３５件。
・労働保険料（概算・確定）の申告
手続き
・３期ごとの保険料徴収及び納付
・新規委託・委託解除手続き及び
各種
  手続き
・特別加入に関する手続き

小規模事業者

指標
委託事業者数

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

①一人でも多くの従
業員が受診できるよう
に開催日や時間など
を工夫して(午前中開
催日を減らすなど)今
後も継続して開催す
る。

②親睦ボウリング大
会に関して、事業自
体の需要がなくなって
きた為、次年度は違う
形で会員親睦事業を
実施する。

一括アン
ケート回
答数109
件

目標
数値

350
実績
数値

371
目標
数値

健康診断受診者数
指標

参加人数
①定期健康診断・生活習慣病検
診を実施することにより、労働基準
法・労働安全衛生法等により義務
づけられている法的遵守し、特定
健康診査・特定健康指導の導入に
より、事業主の従業員に対する健
康管理責任を達成することができ
た。

②会員交流事業を通じ参加企業
間の交流と従業員の交流が図ら
れ、企業の福利厚生面の充実が
図られた。
交流事業の初詣については、好評
で満足のいく交流図られている。

総
合
評
価

Ａ

140
実績
数値

96

福利厚生事業

①定期健康診断・生活習慣病検診
の実施
　定期健康診断・生活習慣病検診
の実施が、労働基準法・労働安全
衛生法等により義務付けられてい
る。そうした中、特定健康診査・特
定健康指導も導入され、事業主の
従業員に対する健康管理責任が
重くなってきている。商工会として
各事業所の一助としてこの事業を
実施するものである。
②小規模企業者相互の交流と従
業員間の交流を図り、雇用の持続
的な安定と企業の健全な育成に資
することを目的とする。

①10月30日、31日、11月1、2、3日
の5日間で開催。(AM：8時30分～
16時00分)
※3日は午前中のみ。
総受診者数：371名

②親睦ボウリング大会
・開催日/平成30年1月30日
・参加者数/30名

会員親睦交流事業
・開催日/平成30年1月17日
・行き先/静岡県　三嶋大社
・参加者数/66名

小規模事業者

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

昨年と比べると回
答数が減ってし
まっているため今
回よりも多くの回答
を頂けるよう、回収
方法等を検討す
る。

一括アン
ケート回
収数159
件

目標
数値

200
実績
数値

159
目標
数値

指標

「売上高」、「経営状況」、「資金繰
り」、「設備投資」の４期を比較した
結果、「資金繰り」は現状維持では
あるが、「売上高」、「経営状況」、
「設備投資」についてはは悪化傾
向のポイントが増え、やはり厳しい
状況にある。
今回の調査結果を生かして、地域
のニーズに沿った経営支援を行う
事が出来た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

調査・広報事業

中小・小規模事業者関連の施
策に反映するために、経営実
態・地域景気動向・消費者動
向などを把握する調査事業を
実施する。

調査研究(景況アンケート調査)を平成
29年11月に実施し、159企業から回答
を得た。
①売上げ高の増減　　全業種合計
　　　増加24.7％　減少22.0％
②経営状況　　全業種合計
　　　良い13.6％　　悪い15.6％
③資金繰り　全業種合計
　　　好転12.9％　　悪化10.2％
④設備投資　　全業種合計
　　　予定あり27.0％　予定なし　73％
その他項目あり

小規模事業者

指標
回答回収件数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

小規模事業者の要
望に沿った講習会
を実施する。当面
は、継続して実施
する。

一括アン
ケート回
答数114
件

目標
数値

171
実績
数値

272
目標
数値

指標

・経営に関する各分野に対する知
識、情報等の取得
・経営における技術指導による知
識の取得、向上
・経営に対する考え方の見直しに
よる経費削減などの意識の向上
・新たな分野に対する事業拡大へ
の転換
・個別などの直接的な指導による
キメ細かなアドバイス

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

講習会

経営に関する様々な問題解決
に対応するため、小規模事業
者にとって必要な知識を習得
することで、事業者の資質向上
と円滑な事業運営に資するこ
とを目的とする。

個別指導23回 受講者数128名
集団指導7 回 受講者数144名
　　　　(内経営革新 0回 0名）
合　　計　　30回　　272名

小規模事業者

指標
講習会等受講者数

税務署と連携し、記帳継
続指導会のパンフレット
を設置するなどし、新規
開業者及び初めて青色
申告を行うような事業者
を中心に記帳継続指導
会及び記帳機械化の対
象者の募集を積極的に
行っていく。

一括アン
ケート回
答数110
件目標

数値
700

実績
数値

814
目標
数値

実績
数値

　個人で青色申告を選択している
事業主を対象に、日常の記帳の
仕方から決算書の作成に至るまで
を、それぞれ業種・事業所にあっ
た形で分かりやすく指導し、自ら記
帳することにより経営内容を把握
し、経営の安定化に繋がった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

記帳継続指導

記帳指導職員を中心に商工会
の職員が、個人事業主を対象
に正しい記帳方法や決算・申
告の指導を行い、適正な税務
申告と経理処理による経営力
の向上に結びつけていく。

・指導対象者数　　   　78人
・指導延日数　　　　　501日
・指導延回数　　　　　814回

小規模事業者

指標
指導延回数

指標

目標
数値

1700
実績
数値

1338
目標
数値

30

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

持続化補助金等売上低
迷の打破や補助金申請
にかかる事業計画策定
などの専門的な相談が
増加してきており1事業
所に関わる時間が長く
なってきている。今後も
気軽に相談できる支援
機関として・周知PRに努
める。

一括アン
ケート回
収数159
件

巡回・窓口相談指
導事業

経営基盤の弱い小規模事業者を
中心に、経営指導員等の商工会職
員が事業所へ訪問し、事業資金融
資等の金融相談、決算・確定申告
の相談指導、労働保険等の相談指
導、情報化支援相談、経営安定の
ための共済制度の促進など経営改
善に資する指導を行う。

・巡回窓口指導実企業数589
事業所
・巡回窓口指導延件数　1,338
件
（うち創業支援2事業所2件）
（うち非会員57事業所75件）
・課題解決提案件数　33件
・経営革新申請件数　1件

小規模事業者

指標
巡回窓口指導延件数

指標
課題解決提案件数

経営指導員等の商工会職員が事
業所へ訪問、又は事業者が商工
会窓口へ来訪し経営に関する課
題の相談など、小規模事業者が
実際に困っている問題について親
身になって相談指導を行うことに
より経営改善に資することができ
た。

実績
数値

33

平成２９年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。



団体名： 尾張旭市商工会

得られた効果 備考

平成２９年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 104.6 ％） （達成度 120.0 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 96.3 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 104.3 ％） （達成度 97.7 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 53.3 ％） （達成度 125.0 ％） Ｂ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 60.0 ％） （達成度 116.0 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ 現行どおり

一括アン
ケート回
答数100
件目標

数値
10

実績
数値

6
目標
数値

50

指標
創業セミナー参加者数

創業予定者の掘起しができ、
今後の創業に向けた支援をす
ることが出来た。
創業を支援する上で、他の支
援機関と支援のネットワークを
構築することができ、効果的な
支援を行なうことが出来た。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
58

創業支援事業

創業予定者に対してより専門
的な支援を行っていくため、尾
張旭市、瀬戸信用金庫、日本
政策金融公庫と連携して支援
体制を構築し、支援を行ってい
く。

・ワンストップ相談窓口の開設
創業予定者相談回数　６件
・創業セミナーの開催　5回　延
５８名（経営、財務、人材育成、
販路開拓）

創業予定者

指標

ワンストップ相談窓口相談回
数

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

経営計画の作成研
修会は今後も必要
であることから、参
加者を増やせるよ
うに、内容を見直す
と共に、周知方法
等の多角化を図
る。

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

創業窓口のPRを行
い、創業者の掘起
しを行う。

一括アン
ケート回
答数99件

目標
数値

15
実績
数値

8
目標
数値

研修会参加者数（４回１セット
での研修会を行い、目標値は
４回の平均参加者数とする）

指標

研修会参加者満足度
目標値（満足・どちらかといえ

ば満足の割合）

経営計画及び経営理念の
必要性を実感していただ
き、今後自社の経営計画
作成方法を習得して頂け
た。

総
合
評
価

Ａ

80%
実績
数値

100%

若手後継者等育成
事業

（１）経営計画作成研修
　小規模事業者の若手経営者は日々
の経営や生産に追われ、自社の経営
分析や商圏分析、長期の経営計画の
策定などはほとんど行っていないのが
現実である。この研修会を活用して事
業計画の重要性を認識し、持続化補助
金やものづくり補助金などの申請に活
用して、事業発展の礎にする。
（２）商工会青年部全国大会参加
　全国各地から青年部員が一堂に会
し、各ブロックから勝ち上がってきた代
表者による主張発表大会などを聞くこと
により、今後の青年部活動の参考にす
る。また、交流会などで他県の部員な
どとの情報交換も可能であるため、今
後の青年部活動の活性化と部員の成
長に役立てる事を目的とする。

１）経営計画作成研修の具体的内容
　　講師：（株）タナベ経営コンサルタント
　　開催時期：１１月から１２月で計５回
の開催
　　参加人数：８名
　　対象者：市内若手経営者並びに後
継者等

（２）商工会青年部全国大会参加の具
体的内容
　　第１９回商工会青年部全国大会へ
の参加
　　開催日：平成２９年１１月２１日（火）・
２２日（水）
　　開催場所：沖縄県立武道館（沖縄県
那覇市奥武山町５２）
　　参加者：青年部長１名、副部長２名

小規模事業者

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

現行どおりに小規
模事業者の役立つ
情報を提供してい
く。
必要に応じてペー
ジ配分を変更して、
情報提供する。

一括アン
ケート回
答数125
件目標

数値
12

実績
数値

12
目標
数値

指標

　各種施策や補助金など
について会員事業所へ積
極的に情報提供ができた。
また、商工会の事業などに
ついても幅広く知ってもら
えた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

情報化推進事業

毎月異なる施策記事及び商工会
内部の部会活動記事を中心として
商工会だよりに掲載する。施策記
事に関しては経営に役立て、部会
活動記事については部会等の魅
力を知っていただく。また事業所の
ＰＲや、地域振興事業に関係する
記事も掲載する。

・商工会だより毎月発行・・・毎
月異なる施策記事を掲載

小規模事業者

指標
発行回数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

観光協会と連携
し、特産品ガイドを
作成・配布し幅広く
ＰＲ活動をしていき
たい。

一括アン
ケート回
答数106
件目標

数値
29

実績
数値

29
目標
数値

指標

・市内外に対し、特産品の
販路を拡大することで、売
上げアップと利益還元に繋
がった。
・特産品を広くＰＲすること
で、地域やお店の知名度
を上げることができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

産業活性化事業

尾張旭市内の企業を中心として、｢特産
品｣と｢商品開発｣の研究を行って、新た
な市場へチャレンジすることによって、
企業の発展に役立てる。また、観光協
会とタイアップして、地域の産業と観光
産業の活性化を図る。また、観光振興
事業として、市を訪れる観光客、市民
の土産品の需要に応えるため、特産推
奨品を認定することにより観光産業に
寄与する。

平成28年度末に行われた特産推奨品
審査会において、認定された特産品に
対し、今回認定期間（H29.4.1.～
H31.3.31）中に積極的に販売及びＰＲを
行っていく。
・ＰＲ方法：イベント等でのリーフレット配
布、ホームページ、広報誌への掲載
・販売方法：イベントなどでの出店　特
産品推奨品目数：２９

小規模事業者

指標
特産認定数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

積極的に協賛して
いただけるよう内
容を工夫し協賛数
を増やしていきた
い。

一括アン
ケート回
答数113
件目標

数値
70

実績
数値

73
目標
数値

43

指標
出店者数 　特別協賛及び広告協賛

することにより、一般市民
への周知を図り事業所ＰＲ
に繋げた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
42

祭典事業

市民祭等を開催することにより、そ
の集客力を活かして地域の経済活
動を促進し、廉売市への出店によ
り、小規模事業者に対し売上増加
を見込んだり、市内事業所への広
告宣伝・ＰＲに役立てることで地域
の総合的な振興を図ることを目的
とする。

市民祭実施に伴う協賛及び廉売市
への出店
（10/14～15）
特別協賛：15企業
広告協賛：58企業
廉売市（食の広場）：21企業
廉売市（買物広場）：12企業
廉売市（グルメコーナー）：9企業

小規模事業者

指標
協賛数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

廃業や経費削減等
の要因でスポン
サーの減少が見ら
れる。使用料の減
額を検討し、新ス
ポンサー確保につ
なげる。

一括アン
ケート回
答数106
件目標

数値
350

実績
数値

337
目標
数値

指標

街路灯設置することで、店舗
管理としてのイメージアップ効
果と事業所の看板を設置する
ことで、事業所、発展会等のＰ
Ｒができた。
周辺を明るくすることで地域住
民への防犯として役立てた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

商店街・街づくり事
業

地域の環境整備の一環とし
て、市内の発展会等へ訪れる
方に快適なショッピング環境を
提供し、魅力ある街づくり、商
業環境づくりを促進し活性化を
図る。

街路灯管理
　約５００本の街路灯を維持管
理し、店舗の広告宣伝及びラ
イトアップによる防犯等地域貢
献としての事業を実施した。

小規模事業者

指標

街路灯設置基数
（通電基数）

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

研修事業を通じて、青
年部員及び女性部員
の資質向上を図る。
また、地域振興事業
等の実施により地域
社会の発展に寄与
し、
さらには、部員間の団
結を深める。

一括アン
ケート回
答数95件

目標
数値

65
実績
数値

68
目標
数値

120

指標
女性部講習会等の参加人数 研修事業を通じて、青年部

員及び女性部員の資質向
上を図る。また、地域振興
事業等の実施により
地域社会の発展に寄与し、
さらには、部員間の団結を
深める。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
144

青年部・女性部

商工業者の後継者である青
年、若手経営者及び商工業に
携わる女性に対し、経営に必
要な知識の習得や資質の向上
を図るための講習会や研修会
を開催し、事業所の発展と振
興を図る。また地域の発展に
寄与する。

青年部
　　研修会　１回　　１２人
　　講習会　３回　　４８人
　　活動推進研修会　１回　８人
女性部
　　研修会、講習会　１０ 回 １４４人
　　環境美化事業　３ 回　３０人
　　地域振興事業　３ 回 ４３人

小規模事業者

指標
青年部講習会等の参加人数

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。


